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事　業　名 盲・ろう学校非常勤講師等配置事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

事業番号 14 04 01

目指す姿

盲学校高等部（保健理療科）及び専攻科において、医学分野の教科を担当する専任教員を配置することにより、あん摩マツサージ指圧
師、はり師及びきゆう師の養成を行う。
ろう学校高等部専攻科において、専門的な知識・技能をもつ外部講師（専門実習指導員）を配置することにより、産業技術の発展等、時代
の変化に対応した職業教育の充実を図る。

E-mail tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

現状
○盲学校　　非常勤講師（医師）２人任用（年間２１０時間）
○ろう学校　非常勤講師（外部講師）６人任用（年間８７５時間）

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 盲学校高等部、同専攻科及びろう学校の高等部専攻科において生徒が専
門的知識を習得するために県が当該事業を実施することは必要不可欠であ
る。□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○盲学校に非常勤講師（医師）を２人任用し、あん摩マッサージ指圧師等国家試験の受験資格取得を目指す３６人（H24.4.1見込）の生
徒に、年間２１０時間の授業を実施する。
○ろう学校に非常勤講師（外部講師）を６人任用し、情報・デザイン、電子機械工学、生活環境の３コースで専門的知識・技能を修得す
るため３人（H24.4.1見込）の生徒に、年間８７５時間の授業を実施する。

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績
H24 H25

（当初） （決算） （当初）

1.盲学校非常勤講師 直接 ・非常勤講師2人の任用 1,361 157 1,361

2.ろう学校非常勤講師 直接 ・非常勤講師3人の任用 2,577 1,123 2,568

合計 3,938 1,280 3,929
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区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度 25年度 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越 Ｈ２４ H25
目標3,929 目標 成果 達成状況当初予算 3,936 3,813 3,938

項目
現況

（見込）

Aの
財源

２人
(210h)合計（A) 3,936 3,813 3,938 3,929

４人
（24ｈ）

未達成
補正予算

盲学校非常勤講師 ２人
２人
(210h)

ろう学校非常勤講師
６人
(875h)

６人
６人
(875h)

４人
(402h)

未達成

3,936 3,813 3,938 3,929

3,936 3,813 1,280

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

832 826 826

4,639 2,106

826

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

盲学校高等部（保健理療科）及び専攻科において、医学分野の教科を担当する専任教員を配置することにより、あん摩マツサージ指圧
師、はり師及びきゆう師の養成を行うため、今後も継続していきたい。
ろう学校高等部専攻科において、専門的な知識・技能をもつ外部講師（専門実習指導員）を配置することにより、産業技術の発展等、時代
の変化に対応した職業教育の充実を図るため、今後も実施していきたい。

 概算事業費（B（A）+C） 4,768 4,755

目標に対
する成果
の状況

・盲学校の非常勤講師は人数は確保したが、日程があわなかったため、当初計画した講師の講義の時間は確保できなかった。
・ろう学校の非常勤講師は情報デザイン、生活環境科目で外部講師を任用できたが、電子機器工学では生徒がいなかったため任用しな
かった。
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